
1 入力共通項目
an 398 M M

2 処理区分コード

KND an 1 M M

９：登録
５：変更
３：呼出し
１：削除

3 受理番号
JNO an 5 C M

（１）処理区分コード「９」の場合は、入力不可
（２）処理区分コード「５」の場合は、必須入力

4 処理ステータス
STS an 1 - -

5 削除フラグ

DFL an 1 C -

処理区分コード「５」でかつ削除を行う場合は「Ｄ」を入力す
る。

6 当初申告等番号

ICN an 11 M -

（１）１桁目は「０」以外の数字であること
（２）２桁目は「０」、「１」、「６」または「９」であること
（３）３～１１桁目は数字であること
（４）システムで払い出された申告等番号の体系として正しいこ
と

7 当初許可等年月日

KDT n 8 M -

（１）修正申告用に当初申告を呼出す場合
①当初申告の輸入許可年月日を入力
②（システム日－７年）≦当初申告の許可等年月日＜システム日
（２）特例修正申告用に当初申告を呼出す場合
①当初申告の特例申告受理年月日を入力
②（システム日－７年）≦当初申告の特例申告受理年月日＜シス
テム日

8 当初申告利用者コー
ド

TRC an 5 C -

利用者コード 当初申告を実施した利用者以外で修正申告用に当初申告を呼出す
場合は当初申告を実施した利用者コードを入力する。

（※）無効の旨が登録されている利用者コードであっても入力可
能

9 当初Ｂ／Ｌ番号／Ａ
ＷＢ番号

TBA an 35 M -

当初申告を実施した利用者以外で修正申告用に当初申告を呼出す
場合に以下の通り入力する。
①当初申告が海上の場合
申告に紐づく繰り返し１回目のＢ／Ｌ番号を入力する。
②当初申告が航空の場合
申告に紐づくＡＷＢ（ＨＡＷＢ）番号を入力する。
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